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御茶の水キリストの教会 

 

7月3日(月) 

ど ん な 時 も 信 じ て 

聖書朗読  ハバクク書 3：8～19 

ですから、わたしたちは、あわれみを受け、また恵みをいただいて、おりにかなっ

た助けを受けるために、大胆に恵みの御座に近づこうではありませんか。 

                              ヘブル4：16  

                                                                          

小説「二都物語」は「それは最良の時代だった、それは最悪の時代だった。」で

始まります。ハバククも同じように書いているでしょうか。彼の時代は悪い時代で、

この預言者であるハバククは大変困難な中にいました。彼は神に向かって大声で戸惑

いを口にしました。なぜこんなにも不道徳にあふれているのか。神は何をされている

のか？本当に最悪の時代でした。神は、ハバククの問に対してはお答えになりません

でしたが、彼に待つように、そして神の時を信じるようにと言いました。  

ハバククは神に寄り頼み、彼の置かれている状況を見るのではなく、神を見て、

神がしてくださったことすべてを思い起こしました。「私は主にあって喜び勇み、私の

救いの神にあって喜ぼう。」そう、最高の時代でした！  

この厳しい世の中、乗り切るための希望と喜びを見つけるためには、よそ見をせ

ず、神だけを見るようにしなければなりません。私たちには、神がしてくださったす

べてを再認識させてくれる聖書があります。そして私達は、全ては神の御手の中にあ

ることを受け入れるようにしなければなりません。私たちは、大胆に神を呼び止めま

す。ハバククのように、私たちも神のすべてを信じると決心しなければなりません。

コリー・テン・ブームは次のように言っています。「未知の将来を、既知の神に委ねる

ことを恐れてはならない。」 

 

讃美歌  292 

祈 り 我が父、神、私たちの日々はこの世の心配事で溢れています。でも、私

たちがあなたを信じる時、私たちは、あなたの変わらぬ愛に包まれるこ

とを知ります。常にあなたを目指して歩めますように。そしてあなたの

時を信じて待つ強さを私たちにお与えください。イエス様のお名前によ

って。アーメン。 

 

レニー・ロピケット 

テキサス州 サイプレス 

 

 



 

7月4日(火) 

自分の都合でコロコロ変わる人であってはなりません 

聖書朗読 マタイ 26：1～13 

 わたしの味方でないものはわたしに逆らう者である。 マタイ12：30 

 

イエス様は、自分の都合や人の意見に合わせて考えをコロコロ変える人をお許し

になりません。残念ながら、イエス様がどういうお方かを曖昧に説明できると思って

いる人もいるかもしれません。しかし、純然たる事実は、あなたがイエス様と共に過

ごして、何も変わることがなかったとしたら、あなたは、イエス様のことを否定し、

イエス様が正しくないと言っていることと同じです。  

今日の聖書の箇所を見てみましょう。ある女性がイエス様へ香油を注ぐ前の日、

つまり、イエス様の逮捕と裁判の前日、ペテロの否認とイエス様の十字架上での死の

前の日、イエス様に関するある決断が下されました。カヤパ、祭司長、そして長老た

ちは、策略をもってイエスを捕らえて殺そうと相談しました（マタイ26：1～5）これ

は、イエス様は神の御子ではない、救い主ではないという決断です。一方、この身元

不明の女性（ヨハネ12：3ではマリアとなっています）は、前に進んで高価な香油を

イエス様の足に塗りました。これが彼女のイエス様に対する決断です。この女性はイ

エス様が救い主であると信じ、それを貫いたのです。人の意見や自分の都合で決断し

たのではないのです。これらの２つの決断は全く正反対の決断です。  

つまり、イエス様は弟子たちに尋ねました。「人々は人の子をだれといっている

か」（マタイ16：13）。その問いの答えはバプテスマのヨハネ、エリヤ、エレミヤ、あ

るいは預言者の一人と様々でした。それから、イエス様は弟子たちに尋ねました「そ

れでは、あなたがたは私をだれと言うか」 弟子たちはどう答えたでしょうか。 

香油を塗った女性は、イエス様は救い主だと信じ、信じたことを行動に移しまし

た。私たちに必要なことは、これなのです。イエス様は神の御子なのでしょうか？そ

れとも違うのでしょうか？あなたの答えは、「イエス？」それとも「ノー」ですか？こ

の問いにあなたは、どう答え、どう行動に移すのでしょうか。あなたの決断が迫れて

います。 
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祈 り お父様、香油を塗った女性の信仰をお示し下さりありがとうございます。

私たちが、すべての人の前で「はい、信じます」と言える人間として、

そして「はい！イエス様はキリスト、神の御子です」と揺るぐことなく

答えられる人間でいられますように。イエス様のお名前でお祈りします。

アーメン 

 

ベン・メレネス 

テキサス州 アマリロ  

 

7月5日（水） 

キ リ ス ト の  変 貌 * 

＊変貌とは、姿、様子が変わること 

聖書朗読  マルコ 9：2～8 

 神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を

信じるものが、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。 

                             ヨハネ 3：16 

                                                                                    

    キリストの御姿が変わったということは、神の栄光をお受けになったということ

です。イエス様のお顔の様子が変わり、御衣は白く光り輝いたのです（変貌）。エリヤ

とモーセが栄光のうちに現われ、イエス様と話されていました（ルカ9：31）。つまり、

エリヤとモーセは旧約の教えの象徴です。旧約は律法を成就することにより救われる

という教えです。しかし、イエス様は、ご自分が十字架にかかられることにより、全

ての人が救われるためにこの地上にいらっしゃいました。それを象徴するかのように、

エリヤとモーセが現われ、最後はイエス様だけが残りました。そこで声がしました。

「これは、わたしの愛する子、私の選んだ者である。彼のいうことを聞きなさい。」 

    弟子たちは、これらのことを見て、聞く必要がありました！ピリポ・カイゼリヤ

でのイエス様の迫りくる死についてのイエス様の教えを聞いた弟子たちは、救い主で

あるイエス様が十字架に架かり死んでしまうことに戸惑い、混乱していました（マル

コ8：31～33）。そうすることでしか、私たちが救われないということが分からなかっ

たのです。ですから弟子たちは、イエス様の死と栄光のつながりを見る必要がありま

した。そのために、主は、キリストの変貌を弟子たちに見せる必要がありました（マ

ルコ8：34）。つまり、キリストの変貌は弟子たちの疑問に対する主の答えでした。  

    イエス様は、私たちの身代わりとなり十字架にかかることにより、私たちが何も

することなく、ただ信じますと言うことにより、救われると言うことを教えて下さま

した。そして、私たちがその十字架を負い、イエス様に倣って、少しでもイエス様に

近付こうとして生きることこそに、想像を超える栄光があることをイエス様の変貌を

通して教えてくださっています。 
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祈 り お父様、あなたの私たちのための御計画と目的をすべて理解していると

言うつもりはありません。私たちの目を開いて、あなたの御計画を見る

ことができ、御計画によってそしてあなた様の栄光のために私たちも変

容できますように。イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

ャン・ノックス 

テキサス州 グランバリー  



 

7月6日（木） 

信 仰 を 失 い 始 め た 時 

聖書朗読  マルコ 9：14～29 

信じます。不信仰な私をお助けください！                          

マルコ 9：24  

 

その父親はイエス様の弟子たちが彼の息子に取り憑いた霊を追い出すことがで

きなかったことに失望していました。しかし、イエス様が父親と息子について話した

時、「もし、おできになるのなら」と、父親はこの先生だったら息子を助けられるかも

しれないと希望を再び持ちました。イエス様は、私ができるかどうかではなく、父親

の信仰の問題であるとお答えになりました。すると父親は「信じます。不信仰な私を

お助けください。」と答えました。これは父親がひどく疑い深い人だったというわけで

はなく、長年にわたって味わった失望によって口から出てしまった素直な気持ちでだ

ったのです。 

この父親は、本当に多くの治療を試し、多くの様々な専門家に相談したことでし

ょう。私もこの父親と同じように失望したと思います。イエス様が「信じるものには、

どんなこともできるのです。」（マルコ 9：23）と言うのを父親が聞いたときの彼の警

戒心と抵抗を私は理解できます。 

この取り乱した父親にとってだけでなく、私にとっても、このイエス様のこの言

葉は、神への全幅の信頼を復活させ、根深い疑いを拭い去ります。「信じるものには、

どんなこともできるのです」とイエス様は言いました。そして、取り乱した父親とと

もに、私も言います。「主よ、信じます。不信仰な私をお助けください！」  
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祈 り あぁ、主よ、あなた様のうちにあって、私の信仰に信頼に再度火をつけ

てください。いつのときも、あなた様は私に対して誠実でいてください

ます。どうか私に何が起きても、あなた様に誠実であるようお助けくだ

さい。イエス様のお名前によってお願いいたします。アーメン。 

 

                       ポール・ワトソン 

                       カリフォルニア州 ダーハム 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月7日（金） 

そ の 道 は 測 り 知 り 難 い 

聖書朗読  マルコ 9：30～32 

しかし、弟子たちは、このみことばが理解できなかった。  マルコ9：32 

                                                                                                                

今日の朗読箇所の中で（それ以外の箇所でも）、私達の信仰を築くためにイエス様

が選ばれた１２人の弟子たちが、十字架や復活といった基本的なことが理解できない

と聞いて驚きませんか？私たちはすべてを「知る」ことができる日が来ることを想像

するかもしれません。でも、その時が来た時、私たちは突然、やっぱり知ることがで

きないことを知るのです！  

弟子たちにとっても神の御計画と働きの多くが“謎”であることを、新約聖書を

通して彼らが告白しているのを見て、私は安心します。なぜ私は安心するのでしょう

か？それは、私もまた本当に多くの理解できないことに直面しているからです。パウ

ロのように、「ああ、神の知恵と知識との富は、何と底知れず深いことでしょう。その

さばきは、なんと知り尽くしがたいことでしょう。その道は、なんと測り知り難いご

とでしょう。」（ローマ11：33） 

神の目的は急速に熟し、刻々と展開していく。  

つぼみは苦いかもしれない  

でも花は甘い。頑なな不信仰は  

間違いなく過ちを起こさせ  

神の働きを無駄に疑う。  

しかし、神はご自身を説き明かし、目的を明らかにしてくださる。  

ウィリアム・カウパー  
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祈 り 親愛なる主、すべてをわかったつもりになってしまった時、私たちをお許

しください。あなた様の永遠の知恵と栄光を認め、そして賛美する謙虚さ

を私達にお与えください。イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

ジーン・シェルバーン 

テキサス州 アマリロ 

 

 



 

7月8日（土） 

小 さ な 小 屋 で い い で す 

聖書朗読  マルコ １２：２８− ３４ 

次にはこれです。「あなたの隣人をあなた自身のように愛せよ。」この二つより大事

な命令は、ほかにありません。                     マルコ12：31 

 

あなたのお隣さんは、お金を湯水のように使う人たちで、あなたは慎ましい生活

を送っているとします。あなたは年金で最低限の生活はできていますが、お隣さんは、

あなたには決して買えない車、旅行、そし庭にプールとお金を惜しみなく使っていま

す。こんな状況でも、隣人を自分自身のように愛するために、私たちは隣さんの富を

むやみに羨ましがったりすることもなく、お隣さんに対して否定的な考えを持つこと

もしません。私たちは満足しています。そして、お隣さんを批判的な目で見ることは

しません。  

あなたの隣人を愛し、うらやまないことが、イエス様が望んでおられることです。

あなたは、自分がお隣さんより劣っていると思いますか？神は地上に住まわれる一滴

の血からすべての人々をお造りになられました。神は私たちすべてを気にかけ、愛し

てくださっておられます。そして、たとえ自分が持っているものが誰よりも少なくて

も、神は隣人を愛するように私たちに求められています。あなたのお隣さんは、あな

たをバカにしたように見て、札束であなたの頬を叩いているように見えますか？私た

ちは、神が私たちを見る目を思い出し、そして私たちがいただいている良き賜物と、

祝福に満足しなければなりません。  

隣人を愛しましょう。彼らと話し、彼らを気にかけ、彼らのために祈り、彼らを

家に招きましょう。そうすれば、あなたはイエス様の足跡を辿っていることになりま

す。 

 

讃美歌  59 

祈 り 親愛なる主、私たちの罪のために十字架の上で死ぬことによって見せて

くださった愛と救いについて隣人と話すことができますように。そして

彼らにとって良い影響を与えるクリスチャンとなれるようお助けくださ

い。イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

バギー A. ニーマン 

ネバダ州 ヨーク 

 

 

7月9日(日) 

や さ し さ の 贈 り 物 

聖書朗読 マタイ14：1～9 

ですから、私たちは、機会のあるたびに、すべての人に対して、特に信仰の家族の

人たちに善を行いましょう。           ガラテヤ 6：10 

 

ジョーは、なぜ賞を獲るバラを裏庭に植えているのか、誰もそのバラを見ること

ができないし、あなたの努力を褒めることができない、とご近所さんに言われていま

した。そのときのジョーの言った言葉が素敵だったのです。彼が裏庭でバラを育てて

いるのは、病気で外に出られず、一日中、窓際に座っている隣の女性に見てもらうた

めでした。彼女が窓の外を見た時、なにか美しい何かを見てほしくて植えたそうです。 

このちょっとした親切で思いやりのある行為はまさに、マリヤが非常に高価な香

油が入った箱を持ってきて、その香油をイエス様の頭に注いだのと同じです。（ヨハネ

12：3）一年分の賃金に相当する彼女の贈り物は尊く高価なものでした。周りにいた人

で彼女の行いを批判するものもいました。しかし、イエス様は、彼女は良いことをし

てくれているのだから、そのままにしておきなさい。と言われました。彼女の親切と

思いやりにあふれる行いは、福音が伝えられるところどこでも、言い伝えられていま

す（9節）。 

マリヤのこの良い行いから２千年たちましたが、彼女の行いは何年にも渡って語

り継がれています。そして彼女の話は、主に仕えるとは、自分ができることで他人の

力になることであることを思い出すきっかけになります。  

日々、色々な形で親切な行いをする機会を持つべきです。誰かの一日が素晴らし

い一日になるためにあなたができることを探してみましょう。 

 

讃美歌  Ⅱ26  

祈 り   親愛なる主、今日という日を、そしてこの日を支えてくださっているあ

なた様の手から受けられる祝福に感謝いたします。今日誰かのため立ち

止まって、心から親切な行いができるようお助けください。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

ポール・ドーティ 

テネシー州 ナッシュビル 

 

 


